
かわさき市⺠アカデミー
2024年度後期講座

オンライン受講講座のご案内
２０2４年９⽉〜３⽉に５1の講座・ワークショップを開講します。
オンラインを併⽤している２０講座は、どこからでも受講が可能で
す。

だれでもどこからでも参加できる

市民による市民大学



























【講座の⾒⽅】◇左上の講座１などは２０２４年度後期に開講する全講座中の各講座の番号です。
全講座の詳細はホームページの２０２４年度後期講座のご案内に掲載しています。◇オンライン併
⽤講座は、開催会場よりZoomを使って開講します。
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講座 
1

戦後思想家対比列伝
【会場定員】144名　　【オンライン定員】100名　　【受講料】2年会員13,380円　1年会員15,060円　聴講生20,080円
『政治・経済・社会』政治・社会　　【時間】毎回13時00分～14時30分（計12回）

概要
戦前から戦後にかけて日本の知的世界をリードした思想家の中には、政治的立場は近くても問題関心や思考の枠組みが異なる、あるいは政治的立
場は遠くても思考の構築の仕方に共通性が見られるような組み合わせが複数存在する。今回は4人の担当者がそうした4組8人の事例を検討するこ
とで、20世紀の日本の思想の広さと深さを見極めたい。

回 月/日（曜） 会　場 学　習　内　容 講師名（敬称略）

1 10/ 2 (水)

川崎市
生涯学習
プラザ

南原繁と和辻哲郎―「戦後思想」とは何かを考える：
思想家の時代経験、問題意識、哲学―１

成蹊大学講師
川口 雄一

2 10/16(水) 藤田省三と松下圭一高度経済成長後の日本に出現したのは市民社会？
それとも大衆社会？高度成長期の光と影を考える―1 明治学院大学准教授

趙 星銀3 10/23(水) 藤田省三と松下圭一2
4 10/30(水) 藤田省三と松下圭一3

5 11/20(水) 小林秀雄と吉本隆明ー戦前派と戦中派？右と左？非政治と反政治？
全然違うようで、結構似ている。どこが？―１ 信州大学名誉教授

都築 勉6 11/27(水) 小林秀雄と吉本隆明２
7 12/ 4 (水) 小林秀雄と吉本隆明３
8 12/11(水) 南原繁と和辻哲郎2 成蹊大学講師

川口 雄一9 12/18(水) 南原繁と和辻哲郎3

10 1 /15(水) 丸山眞男と竹内好―対極にあるかのようにいわれるが、共に自立した個からなる近代を希求し
続けた親友であった。その内実を明らかにする―1 静岡大学名誉教授

黒川 みどり11 1 /22(水) 丸山眞男と竹内好2
12 1 /29(水) 丸山眞男と竹内好3

WS 
1

家族から考える日本社会
【定員】30名　　【受講料】２年・１年会員ともに15,440円　聴講生16,730円
『政治・経済・社会』【ワークショップ】政治・社会　　【時間】毎回15時00分～17時00分（計10回）

概要
変化する家族、多様化する家族を、個人・家族・地域社会の関係、人々の規範と価値観の固定性や変化の可能性、関連する法・制度から見ることで、今日の日
本社会を考える。家族について基本的なデータを読んで議論したり、文献資料をもとに社会学的なものの見方を土台に読み解いていく。また、「Always 三丁
目の夕日」（家族の変化）、「そして父になる」（親子とは）、「PERFECT DAYS」（高齢期の生き方）など映画を題材に、テーマについての理解を深めたい。

回 月/日（曜） 会　場 学　習　内　容 講師名（敬称略）
1 10/ 2 (水)

川崎市
生涯学習
プラザ

オリエンテーション　家族の現状をデータから考える（1）「人口統計資料集」、「出生動向基本調査」を中心に

慶應義塾大学名誉教授
渡辺 秀樹

2 10/ 9 (水) 家族の現状をデータから考える（2）「人口統計資料集」、「出生動向基本調査」を中心に
3 10/23(水) 無縁社会の生き方（映画「PERFECT DAYS」、ブレヒト「礼儀知らずの老女」 『暦物語』）＊
4 10/30(水) 家族と地域の変化（「Always 三丁目の夕日」) 、親子関係の多様化（「そして父になる」）＊＊
5 11/20(水) 少子化をどう考える？（『三田評論』2024.3.特集「変わる家族と子育て」）
6 11/27(水) 育児・子育社会に向かって（『ワンオペ育児』からの脱出）＊＊＊
7 12/11(水) 結婚・離婚・再婚：同性婚、選択的夫婦別姓 ＊＊＊＊
8 12/18(水) 結婚・離婚・再婚：ステップファミリー、共同親権 ＊＊＊＊＊
9 1 /15(水) 雑誌 『コミュニテイ』 (no.168, 2022) 特集「多様な人が共存する社会と家族のありかた」  
10 1 /22(水) 総括的討論 ―これからの家族と社会のあり方―

連絡事項
資料＊渡辺秀樹 「置き去りにされる子どもたち」 『いま、この日本の家族』（弘文堂）の渡辺執筆部分。＊＊浜日出夫 『戦後日本社会論』（有斐閣）。＊＊＊『三田評論』 
2024.3.特集 「変わる家族と子育て」＊＊＊＊阪井裕一郎 『結婚の社会学』（ちくま新書）４章。＊＊＊＊＊野沢慎司・菊地真里 『ステップファミリーー子どもか
ら見た離婚・再婚』（角川新書）。資料は初回に配布します（資料代別途集金）。映画の視聴については、オリエンテーション（初回）で説明します。

講座
2

習近平政権下の中国をどのように理解するか
【会場定員】144名　　【オンライン定員】100名　　【受講料】2年会員13,380円　1年会員15,060円　聴講生20,080円
『政治・経済・社会』国際関係　　【時間】毎回13時00分～14時30分（計12回）

概要
現在の習近平政権は、一面でこれまでの共産党政権の連続性の中にあるのですが、他面で「新しさ」が見られる面もあります。この講座では、現
在の習近平政権下の中国について歴史、現在という両面から迫ります。軍事、経済、台湾との関係については、専門家の先生をお招きして講義い
ただきます。

回 月/日（曜） 会　場 学　習　内　容 講師名（敬称略）
1 10/ 7 (月)

川崎市
生涯学習
プラザ

講座のねらい、内容、習近平政権を見る基本的視座
東京大学教授
川島 真2 10/14(月) 社会主義中国の政治制度(1)毛沢東から胡錦濤の時代

3 10/21(月) 中国の経済成長の軌跡と現在の課題
4 10/28(月) 「地経学」時代の日中台経済関係 国際経済研究所主席研究員　伊藤 信悟
5 11/11(月) 社会主義中国の政治制度(2)習近平の時代 東京大学教授　川島 真
6 11/25(月) 中国人民解放軍の軍事力とその戦略 防衛省防衛研究所主任研究官　杉浦 康之
7 12/ 2 (月) 中国外交を理解する基礎(1)：二つの大原則から韜光養晦へ

東京大学教授
川島 真

8 12/ 9 (月) 中国外交を理解する基礎(2)：米中競争
9 12/16(月) 中国の国家と社会との関係(1)：歴史的考察
10 1 /20(月) 中国の国家と社会との関係(2)：習近平政権の試み
11 1 /27(月) 中国と台湾との関係：歴史と現在 東京女子大学教授　家永 真幸
12 2 / 3 (月) 習近平政権下の日中関係 東京大学教授　川島 真

政
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講座 
1

戦後思想家対比列伝
【会場定員】144名　　【オンライン定員】100名　　【受講料】2年会員13,380円　1年会員15,060円　聴講生20,080円
『政治・経済・社会』政治・社会　　【時間】毎回13時00分～14時30分（計12回）

概要
戦前から戦後にかけて日本の知的世界をリードした思想家の中には、政治的立場は近くても問題関心や思考の枠組みが異なる、あるいは政治的立
場は遠くても思考の構築の仕方に共通性が見られるような組み合わせが複数存在する。今回は4人の担当者がそうした4組8人の事例を検討するこ
とで、20世紀の日本の思想の広さと深さを見極めたい。

回 月/日（曜） 会　場 学　習　内　容 講師名（敬称略）

1 10/ 2 (水)

川崎市
生涯学習
プラザ

南原繁と和辻哲郎―「戦後思想」とは何かを考える：
思想家の時代経験、問題意識、哲学―１

成蹊大学講師
川口 雄一

2 10/16(水) 藤田省三と松下圭一高度経済成長後の日本に出現したのは市民社会？
それとも大衆社会？高度成長期の光と影を考える―1 明治学院大学准教授

趙 星銀3 10/23(水) 藤田省三と松下圭一2
4 10/30(水) 藤田省三と松下圭一3

5 11/20(水) 小林秀雄と吉本隆明ー戦前派と戦中派？右と左？非政治と反政治？
全然違うようで、結構似ている。どこが？―１ 信州大学名誉教授

都築 勉6 11/27(水) 小林秀雄と吉本隆明２
7 12/ 4 (水) 小林秀雄と吉本隆明３
8 12/11(水) 南原繁と和辻哲郎2 成蹊大学講師

川口 雄一9 12/18(水) 南原繁と和辻哲郎3

10 1 /15(水) 丸山眞男と竹内好―対極にあるかのようにいわれるが、共に自立した個からなる近代を希求し
続けた親友であった。その内実を明らかにする―1 静岡大学名誉教授

黒川 みどり11 1 /22(水) 丸山眞男と竹内好2
12 1 /29(水) 丸山眞男と竹内好3

WS 
1

家族から考える日本社会
【定員】30名　　【受講料】２年・１年会員ともに15,440円　聴講生16,730円
『政治・経済・社会』【ワークショップ】政治・社会　　【時間】毎回15時00分～17時00分（計10回）

概要
変化する家族、多様化する家族を、個人・家族・地域社会の関係、人々の規範と価値観の固定性や変化の可能性、関連する法・制度から見ることで、今日の日
本社会を考える。家族について基本的なデータを読んで議論したり、文献資料をもとに社会学的なものの見方を土台に読み解いていく。また、「Always 三丁
目の夕日」（家族の変化）、「そして父になる」（親子とは）、「PERFECT DAYS」（高齢期の生き方）など映画を題材に、テーマについての理解を深めたい。

回 月/日（曜） 会　場 学　習　内　容 講師名（敬称略）
1 10/ 2 (水)

川崎市
生涯学習
プラザ

オリエンテーション　家族の現状をデータから考える（1）「人口統計資料集」、「出生動向基本調査」を中心に

慶應義塾大学名誉教授
渡辺 秀樹

2 10/ 9 (水) 家族の現状をデータから考える（2）「人口統計資料集」、「出生動向基本調査」を中心に
3 10/23(水) 無縁社会の生き方（映画「PERFECT DAYS」、ブレヒト「礼儀知らずの老女」 『暦物語』）＊
4 10/30(水) 家族と地域の変化（「Always 三丁目の夕日」) 、親子関係の多様化（「そして父になる」）＊＊
5 11/20(水) 少子化をどう考える？（『三田評論』2024.3.特集「変わる家族と子育て」）
6 11/27(水) 育児・子育社会に向かって（『ワンオペ育児』からの脱出）＊＊＊
7 12/11(水) 結婚・離婚・再婚：同性婚、選択的夫婦別姓 ＊＊＊＊
8 12/18(水) 結婚・離婚・再婚：ステップファミリー、共同親権 ＊＊＊＊＊
9 1 /15(水) 雑誌 『コミュニテイ』 (no.168, 2022) 特集「多様な人が共存する社会と家族のありかた」  
10 1 /22(水) 総括的討論 ―これからの家族と社会のあり方―

連絡事項
資料＊渡辺秀樹 「置き去りにされる子どもたち」 『いま、この日本の家族』（弘文堂）の渡辺執筆部分。＊＊浜日出夫 『戦後日本社会論』（有斐閣）。＊＊＊『三田評論』 
2024.3.特集 「変わる家族と子育て」＊＊＊＊阪井裕一郎 『結婚の社会学』（ちくま新書）４章。＊＊＊＊＊野沢慎司・菊地真里 『ステップファミリーー子どもか
ら見た離婚・再婚』（角川新書）。資料は初回に配布します（資料代別途集金）。映画の視聴については、オリエンテーション（初回）で説明します。

講座
2

習近平政権下の中国をどのように理解するか
【会場定員】144名　　【オンライン定員】100名　　【受講料】2年会員13,380円　1年会員15,060円　聴講生20,080円
『政治・経済・社会』国際関係　　【時間】毎回13時00分～14時30分（計12回）

概要
現在の習近平政権は、一面でこれまでの共産党政権の連続性の中にあるのですが、他面で「新しさ」が見られる面もあります。この講座では、現
在の習近平政権下の中国について歴史、現在という両面から迫ります。軍事、経済、台湾との関係については、専門家の先生をお招きして講義い
ただきます。

回 月/日（曜） 会　場 学　習　内　容 講師名（敬称略）
1 10/ 7 (月)

川崎市
生涯学習
プラザ

講座のねらい、内容、習近平政権を見る基本的視座
東京大学教授
川島 真2 10/14(月) 社会主義中国の政治制度(1)毛沢東から胡錦濤の時代

3 10/21(月) 中国の経済成長の軌跡と現在の課題
4 10/28(月) 「地経学」時代の日中台経済関係 国際経済研究所主席研究員　伊藤 信悟
5 11/11(月) 社会主義中国の政治制度(2)習近平の時代 東京大学教授　川島 真
6 11/25(月) 中国人民解放軍の軍事力とその戦略 防衛省防衛研究所主任研究官　杉浦 康之
7 12/ 2 (月) 中国外交を理解する基礎(1)：二つの大原則から韜光養晦へ

東京大学教授
川島 真

8 12/ 9 (月) 中国外交を理解する基礎(2)：米中競争
9 12/16(月) 中国の国家と社会との関係(1)：歴史的考察
10 1 /20(月) 中国の国家と社会との関係(2)：習近平政権の試み
11 1 /27(月) 中国と台湾との関係：歴史と現在 東京女子大学教授　家永 真幸
12 2 / 3 (月) 習近平政権下の日中関係 東京大学教授　川島 真
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WS 
2

習近平政権の中国を読み解く―政治・経済・外交・社会
【定員】30名　　【受講料】2年・1年会員ともに18,530円　聴講生20,080円
『政治・経済・社会』【ワークショップ】国際関係　　【時間】毎回15時00分～17時00分（計12回）

概要
現在の習近平政権は、一面でこれまでの共産党政権の連続性の中にあるのですが、他面で「新しさ」が見られる面もあります。このワークショッ
プでは、毎回文献を指定して、それを基礎にして現在の習近平政権下の中国について理解する手掛かりや方法、またどのように考えることができ
るのかといったことを議論します。

回 月/日（曜） 会　場 学　習　内　容 講師名（敬称略）

1 10/ 7 (月)

川崎市
生涯学習
プラザ

WSのねらい、中国の政治をどう捉えればいいのか？

東京大学教授
川島 真2 10/14(月) 中国の政治制度は西側諸国のそれと何が違うのか？

3 10/21(月) 中国はどうして経済成長しても民主化しないのか？

4 10/28(月) 「地経学」時代の日中台経済関係はどう展開するのか？ 国際経済研究所主席研究員
伊藤 信悟

5 11/11(月) 習近平政権になって政治はどのように変わったのか？ 東京大学教授
川島 真

6 11/25(月) 中国人民解放軍の軍事力と戦略はどのようなものか？ 防衛省防衛研究所主任研究官
杉浦 康之

7 12/ 2 (月) 中国の外交にはどのような原則があるのか？

東京大学教授
川島 真

8 12/ 9 (月) 習近平政権の外交政策とはどのようなものか？

9 12/16(月) 中国という国家はどのように社会を管理してきたのか？

10 1 /20(月) 習近平政権はどのように基層社会に食い込んだのか？

11 1 /27(月) 中国と台湾との関係は今後どうなるのか？ 東京女子大学教授
家永 真幸

12 2 / 3 (月) 習近平政権下の中国と日本はどう付き合うのか？ 東京大学教授
川島 真

連絡
事項 各回に読む文献については、受講確定者に別途通知します（開講時）。毎回のワークショップは、報告とディスカッションで進めます。

講座
3

アメリカ経済（過去・現在・未来）―パックス・アメリカーナの盛衰の視点から
【会場定員】144名　　【オンライン定員】100名　　【受講料】２年会員13,380円　１年会員15,060円　聴講生20,080円
『政治・経済・社会』経済　　【時間】毎回13時00分～14時30分（計12回）

概要
アメリカは、第二次大戦後の世界政治経済秩序の確立を主導し（＝パックス・アメリカーナ）、世界経済をリードしてきた。本講義では、パックス・
アメリカーナの盛衰という長期歴史的な視点に立って、その経済発展構造の特質と現状を総合的に解明し、「トランプ現象」などを含め、日本経済・
世界経済の動向の現状の理解に不可欠なアメリカ経済の今と今後を論じる。

回 月/日（曜） 会　場 学　習　内　容 講師名（敬称略）

1 10/ 4 (金)

川崎市
生涯学習
プラザ

序論　アメリカ経済を学ぶ意義と基本視点
初期の経済発展

法政大学名誉教授
河村 哲二

2 10/11(金) 工業・農業発展と国民経済の確立（南北戦争～第一次大戦まで）

3 10/18(金) 第一次大戦と1920年代（「永遠の繁栄」と「大恐慌」）

4 10/25(金) 「大恐慌」とニュー・ディール

5 11/ 1 (金) 第二次大戦の戦時経済と戦後「持続的成長」の構造の出現

6 11/22(金) 「持続的成長」の経済構造の特徴と内在する諸問題

7 11/29(金) 「持続的成長」の終焉とアメリカ経済の転換（1980年代）

8 12/ 6 (金) 企業・金融・情報のグローバル化と政府機能の新自由主義的転換

9 12/13(金) 「グローバル成長連関」の出現と1990年代のアメリカ経済

10 12/20(金) アメリカ発のグローバル金融危機･経済危機とその衝撃

11 1 /17(金) 金融危機・経済危機後のアメリカ経済とその課題

12 1 /24(金) アメリカ経済の変貌（まとめと展望）
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日本の農業について考える―食料安全保障、地球環境、日本経済、そして・・・
【定員】35名　　【受講料】２年・１年会員ともに18,530円　聴講生20,080円
『政治・経済・社会』【ワークショップ】経済　　【時間】毎回15時00分～17時00分（計12回）

概要

我が国GDPの僅か１％で就業者数も116万人で７割以上が65歳以上の高齢者。こんな農業に未来はない？　いやいや、未来がなくて良いのです
か？　農業は産業の根幹であって、国家の総合力の上に成り立つものであり、我が国の文化や風土を形成するとてもとても大事なものではないで
しょうか。地球温暖化による天候不順や地政学的リスクによる自由貿易の停滞も懸念される中、我々は食いつないでいけるのか。さあ、もう一度、
色んな角度から農業を勉強してみましょう。そして、日本の未来を考えていきましょう。

回 月/日（曜） 会　場 学　習　内　容 講師名（敬称略）

1 10/ 4 (金)

川崎市
生涯学習
プラザ

学習ガイダンス

横浜市立大学名誉教授
金子 文夫

2 10/11(金) 「令和５年度 食料・農業・農村白書」の概要－食料安全保障を中心として
(農林水産省より講師をご派遣いただく予定です。）

3 10/18(金) 第１章　世界の食料事情に忍び寄る危機（前段）
　－ウクライナ、コロナ、輸出規制・・・

4 10/25(金) 第１章　世界の食料事情に忍び寄る危機（後段）
　－地球温暖化、燃料、中国・・・

5 11/ 1 (金) 第２章　日本の食に起きていること（前段）
　－食糧自給率・・・

6 11/22(金) 第２章　日本の食に起きていること（後段）
　－化学肥料の輸入依存、人材危機、遺伝子組み換え・・・

7 11/29(金) 第３章　食料安全保障の実現に向けて（前段）
　－2030年度の食料自給率目標45％（カロリーベース）・・・

8 12/ 6 (金) 第３章　食料安全保障の実現に向けて（後段）
　－備蓄と財政負担、アジア全体で協力、英国事例・・・

9 12/13(金) 第４章　稲作と水田という日本の強みを活かすためには
－食糧管理制度と減反、水田を守ることが食料安全保障の要・・・

10 12/20(金) 第５章　食料安全保障を高め、地球環境を守り、地域経済を回すために（前段）
　－国産野菜への切り替え、菜の花畑の復活、日本ブランド輸出・・・

11 1 /17(金) 第５章　食料安全保障を高め、地球環境を守り、地域経済を回すために（後段）
　－肥料の国産化、再生可能エネルギー・・・

12 1 /24(金) 最終討論－我が国農業の再生に向けて

連絡
事項

①講義を受講するのではなく、テキストを基に自分たちで考え・調べ・討議しながら自主的に学習する方式です。　②担当チームがテキストの担当
部分について調査・研究した内容を発表するとともに、全員で疑問点についての質疑応答と論点の討議を行います。なお、発表資料は担当チームか
らメールで事前送付されますので、各自でプリントして持参願います。　③テキストは 「日本の食料安全保障」（末松広行著、2023年４月 育鵬社、
1,870円）を使用しますので、各自で購入願います。また、副読本として　「令和５年度 食料・農業・農村白書（概要版）」を使用します。

講座
4

選挙で見る 2024年の世界情勢
【会場定員】144名　　【オンライン定員】100名　　【受講料】２年会員6,690円　１年会員7,530円　聴講生10,040円
『政治・経済・社会』現代事情　　【時間】毎回10時30分～12時00分（計6回）

概要 本年2024年は、世界人口の約半数におよぶ国・地域で選挙が実施される、まれにみる選挙イヤーとして知られている。本講座では世界各地の特
徴的な選挙を取り上げ、選挙の展開や結果、意義を明らかにし、変容する世界政治の将来を展望する。

回 月/日（曜） 会　場 学　習　内　容 講師名（敬称略）

1 10/21(月)

川崎市 
生涯学習 
プラザ

ヨーロッパ議会とイギリス議会の選挙 中央大学准教授　古賀 光生

2 10/28(月) オランダ総選挙 千葉大学教授　水島 治郎

3 11/18(月) ロシア大統領選挙 法政大学教授　油本 真理

4 11/25(月) アメリカ大統領選挙 日本経済新聞社コメンテーター
小竹 洋之

5 12/ 9 (月) インド総選挙 アジア経済研究所研究員　湊 一樹

6 1 /20(月) 韓国総選挙 学習院大学教授　磯崎 典世

現代事情講座　最新の時事的なテーマを取り上げて、深掘りしていきます。過年度のテーマ実績：2024年度前期『グロー
バルサウスが変える世界の仕組み』、2023年度後期『日銀とその金融政策』、2023年度前期『世界のエネルギー・資源を
巡るカオス』、2022年度後期『ロシアとウクライナの戦争について考える』、2022年度前期『人口知能（AI）は私たちにど
のような未来をもたらすか？』、2021年度後期『コロナ禍があぶりだした現代日本の諸問題』

新規受講生紹介制度のご案内
現在のアカデミーを受講されている方にむけての制度です。
ご友人やご家族など新たにアカデミーの受講を希望される方をご紹介ください。
2024年度後期講座をお申込みいただいた場合、受講料納入の確認後講座が開講してから、ご紹介者と新規受講生それぞれに
記念品をさしあげます。
紹介制度のご案内・記入用紙はホームページからダウンロードできます。
（　ホーム　 ⇒　アカデミーについて　⇒　アカデミー案内　スクロールしてください。）
※新規受講生紹介制度について、詳しくは事務局にお問い合わせください。

政
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講座
5

近代日本の内と外 【川崎市市制100周年記念講座】

【定員】72名　　【受講料】2年会員13,380円　1年会員15,060円　聴講生20,080円
『歴史・文学・人間学』日本史　　【時間】毎回10時30分～12時00分（計12回）

概要 『近代日本の内と外』と題して、幕末から明治・大正期にわたる近代国家の歩みを国内事情と対外関係の流れから考える。

回 月/日（曜） 会　場 学　習　内　容 講師名（敬称略）

1 10/ 1 (火)

川崎市
生涯学習
プラザ

近代日本の内と外 元日本大学教授　関 幸彦

2 10/ 8 (火) 体制崩壊の始りと「公議・公論」の運動 東京大学名誉教授　三谷 博

3 10/15(火) 幕末雄藩の動向と列強の情勢 学習院名誉教授　森内 隆雄

4 10/29(火) 明治前半の外交と朝鮮問題
東京大学名誉教授　三谷 博

5 11/19(火) お雇い外国人から帝国大学へ

6 11/26(火) 近代日本の中国観
駒澤大学教授　熊本 史雄

7 12/ 3 (火) 世界史のなかの日清戦争

8 12/10(火) 世界史のなかの日露戦争 東京大学名誉教授　鈴木 董

9 12/17(火) 大正新時代の光と影 駒澤大学教授　熊本 史雄

10 1 /14(火) 近代軍制の展開

日本大学講師　坂口 太助11 1 /21(火) 帝国陸・海軍の成立～日清・日露戦争

12 1 /28(火) 軍縮と軍拡の諸相

WS 
4

日本の民主化はどう始ったのか ※グループ発表あり

【定員】35名　　【受講料】2年会員・1年会員ともに9,265円　聴講生10,040円
『歴史・文学・人間学』【ワークショップ】日本史　　【時間】毎回13時15分～15時15分（計6回）

概要
日本は19世紀に立憲政治を実現した世界に珍しい国だった。近世には存在しなかった国民の政治参加と言論の自由がいかに可能となったのか、拙
著『民主化への道はどう開かれたか』を輪読しつつ考えます。授業は、講師をアドバイザーとして、受講者グループによる発表、質疑を取り入れ
たゼミ形式で行います。

回 月/日（曜） 会　場 学　習　内　容 講師名（敬称略）

1 10/ 8 (火)

川崎市
生涯学習
プラザ

1章　　江戸時代の政治の仕組み

東京大学名誉教授
三谷 博

2 10/29(火) 2·3章　体制崩壊の始り

3 11/19(火) 4章　　「公議」政体の追求

4 11/26(火) 5章　　「王政・公議」政体への転換

5 12/ 3 (火) 6章　　急進的改革と暴力への誘惑

6 12/17(火) 7章　　立憲君主制の始り

連絡事項 *テキスト：三谷博『民主化への道はどう開かれたのかー近代日本の場合』(清水書院)1,100円(税込)を使用します。各自でご用意ください。

講座
6

東ユーラシアの歴史（５～12世紀）～隋唐と北方遊牧民族～
【会場定員】144名　　【オンライン定員】100名　　【受講料】2年会員13,380円　1年会員15,060円　聴講生20,080円
『歴史・文学・人間学』世界史　　【時間】毎回10時30分～12時00分（計12回）

概要
ユーラシア大陸の気候風土帯は、北方のステップ(草原)地帯、中間の乾燥砂漠地帯、南方のモンスーン帯に分けられる。このうちステップ地帯に
分布したのが遊牧民であり、前近代では大きな役割を果たした。本講座は、そのうちの鮮卑から女真までをとりあげ、彼らの歴史と文化、中国な
どの他地域とどのような交流をもったのかを分析する。

回 月/日（曜） 会　場 学　習　内　容 講師名（敬称略）

1 10/ 4 (金)

川崎市
生涯学習
プラザ

鮮卑拓跋氏の故郷と北魏の部族解散

早稲田大学名誉教授
石見 清裕

2 10/11(金) 柔然の時代のユーラシア

3 10/18(金) 隋・唐王族の源流と突厥の登場

4 10/25(金) 隋末の乱と突厥との関係

5 11/ 1 (金) 玄奘三蔵が伝える７世紀のユーラシアーー西突厥とソグド人

6 11/22(金) 渤海と古代の日本 大東文化大学教授　浜田 久美子

7 11/29(金) ７世紀の古代トルコ諸族の再編、唐風墓や独自碑文の成立

東海大学名誉教授　片山 章雄8 12/ 6 (金) ８世紀半ばの突厥・ウイグル交替期と唐を記した諸国図

9 12/13(金) ウイグルの諸文化、９世紀のアラブ側旅行記と唐側記録

10 12/20(金) 契丹の勃興と五代の「沙陀政権」・女真

早稲田大学講師　高井 康典行11 1 /17(金) 澶淵体制̶党項・契丹・宋をめぐる国際関係を中心に

12 1 /24(金) 金とカラキタイ（西遼）の抗争と12世紀のモンゴル高原
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【定員】72名　　【受講料】2年会員13,380円　1年会員15,060円　聴講生20,080円
『歴史・文学・人間学』日本史　　【時間】毎回10時30分～12時00分（計12回）

概要 『近代日本の内と外』と題して、幕末から明治・大正期にわたる近代国家の歩みを国内事情と対外関係の流れから考える。

回 月/日（曜） 会　場 学　習　内　容 講師名（敬称略）

1 10/ 1 (火)

川崎市
生涯学習
プラザ

近代日本の内と外 元日本大学教授　関 幸彦

2 10/ 8 (火) 体制崩壊の始りと「公議・公論」の運動 東京大学名誉教授　三谷 博

3 10/15(火) 幕末雄藩の動向と列強の情勢 学習院名誉教授　森内 隆雄

4 10/29(火) 明治前半の外交と朝鮮問題
東京大学名誉教授　三谷 博

5 11/19(火) お雇い外国人から帝国大学へ

6 11/26(火) 近代日本の中国観
駒澤大学教授　熊本 史雄

7 12/ 3 (火) 世界史のなかの日清戦争

8 12/10(火) 世界史のなかの日露戦争 東京大学名誉教授　鈴木 董

9 12/17(火) 大正新時代の光と影 駒澤大学教授　熊本 史雄

10 1 /14(火) 近代軍制の展開

日本大学講師　坂口 太助11 1 /21(火) 帝国陸・海軍の成立～日清・日露戦争

12 1 /28(火) 軍縮と軍拡の諸相
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日本の民主化はどう始ったのか ※グループ発表あり
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『歴史・文学・人間学』【ワークショップ】日本史　　【時間】毎回13時15分～15時15分（計6回）

概要
日本は19世紀に立憲政治を実現した世界に珍しい国だった。近世には存在しなかった国民の政治参加と言論の自由がいかに可能となったのか、拙
著『民主化への道はどう開かれたか』を輪読しつつ考えます。授業は、講師をアドバイザーとして、受講者グループによる発表、質疑を取り入れ
たゼミ形式で行います。

回 月/日（曜） 会　場 学　習　内　容 講師名（敬称略）

1 10/ 8 (火)

川崎市
生涯学習
プラザ

1章　　江戸時代の政治の仕組み

東京大学名誉教授
三谷 博

2 10/29(火) 2·3章　体制崩壊の始り

3 11/19(火) 4章　　「公議」政体の追求

4 11/26(火) 5章　　「王政・公議」政体への転換

5 12/ 3 (火) 6章　　急進的改革と暴力への誘惑

6 12/17(火) 7章　　立憲君主制の始り
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ユーラシア大陸の気候風土帯は、北方のステップ(草原)地帯、中間の乾燥砂漠地帯、南方のモンスーン帯に分けられる。このうちステップ地帯に
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石見 清裕
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3 10/18(金) 隋・唐王族の源流と突厥の登場

4 10/25(金) 隋末の乱と突厥との関係

5 11/ 1 (金) 玄奘三蔵が伝える７世紀のユーラシアーー西突厥とソグド人

6 11/22(金) 渤海と古代の日本 大東文化大学教授　浜田 久美子

7 11/29(金) ７世紀の古代トルコ諸族の再編、唐風墓や独自碑文の成立

東海大学名誉教授　片山 章雄8 12/ 6 (金) ８世紀半ばの突厥・ウイグル交替期と唐を記した諸国図

9 12/13(金) ウイグルの諸文化、９世紀のアラブ側旅行記と唐側記録

10 12/20(金) 契丹の勃興と五代の「沙陀政権」・女真

早稲田大学講師　高井 康典行11 1 /17(金) 澶淵体制̶党項・契丹・宋をめぐる国際関係を中心に

12 1 /24(金) 金とカラキタイ（西遼）の抗争と12世紀のモンゴル高原
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戦後「大衆文学」の可能性　～松本清張と司馬遼太郎
【定員】72名　　【受講料】2年会員13,380円　1年会員15,060円　聴講生20,080円
『歴史・文学・人間学』文学　　【時間】毎回10時30分～12時00分（計12回）

概要 戦後の日本で多くの読者に親しまれた推理小説の「清張世界」と歴史小説の「司馬世界」の魅力の秘密を解き明かす。

回 月/日（曜） 会　場 学　習　内　容 講師名（敬称略）
1 10/ 2 (水)

川崎市
生涯学習
プラザ

松本清張　「張込み」　「顔」

東京大学名誉教授
小森 陽一

2 10/ 9 (水) 松本清張　「声」
3 10/23(水) 松本清張　「地方紙を買う女」　「一年半待て」
4 10/30(水) 松本清張　「鬼畜」
5 11/ 6 (水) 松本清張　「投影」　
6 11/13(水) 松本清張　「カルネアデスの舟板」
7 11/27(水) 司馬遼太郎　「竜馬と酒と黒潮と」　「会津人の維新の傷あと」
8 12/ 4 (水) 司馬遼太郎　「近江商人を創った血の秘密」　「体制の中の反骨精神」
9 12/11(水) 司馬遼太郎　「加賀百万石の長いねむり」　「”好いても惚れぬ”権力の貸座敷」
10 1 / 8 (水) 司馬遼太郎　「独立国薩摩の外交感覚」　「桃太郎の末裔たちの国」
11 1 /22(水) 司馬遼太郎　「郷土閥を作らぬ南部気質」　「忘れられた徳川家のふるさと」
12 1 /29(水) 司馬遼太郎　「維新の起爆力・長州の遺恨」　「政権を亡ぼす宿命の都」

連絡事項 *テキストは松本清張『傑作短編集（五）張込み』（新潮文庫）、司馬遼太郎『歴史を紀行する（新装版）』（文春文庫）を使用します。
各回の作品を事前に読んでご参加いただければより深くご理解いただけます。

WS 
5

抗いの所産：現代日本文学短篇探訪 ※講義の後に討論あり

【定員】30名　　【受講料】2年会員・1年会員ともに9,270円　聴講生10,810円
『歴史・文学・人間学』【ワークショップ】文学　　【時間】毎回13時00分～15時00分（計6回）

概要
小説の内容や方法論など多様なかたちで発表された時代の要素を多分に含むものであると同時に、古臭さを感じさせない現代に響く言葉の連なり
としてある現代日本作家たちの短篇を読み直していくワークショップです。個々の読みをそれぞれの言葉で言語化することに努め、講師の解説を
受け、他の受講生と交流することを通して、読みを深めることを目指します。

回 月/日（曜） 会　場 学　習　内　容 講師名（敬称略）
10/ 2 (水)

川崎市
生涯学習
プラザ

ガイダンス 運営世話人

1 10/ 9 (水)
安部公房「S・カルマ氏の犯罪」1951年（『壁』新潮文庫）
壁と笑い：作者自身の小説に対する「姿勢を大きく変え」、その後の長編の方法論にも通ずるもの
となった初期短篇の「壁」という創作戦略について着目しながら、本作を読み直す。

相模女子大学講師
安藤 史帆

2 10/23(水)
三島由紀夫「百万円煎餅」1960年（『花ざかりの森・憂国』新潮文庫）
欲望と浅草：作者自身に「ダンディスムの所産」と解説せしめ、長編、戯曲を生み出す契機となっ
た短篇の問題を掘り下げつつ、そのうち一作品として本作を読み直す。

3 11/13(水)
倉橋由美子「河口に死す」1971年（『反悲劇』講談社文芸文庫他）
神話と秩序：「悲劇と小説とに関する一種の批評」と作者に位置づけられる連作一篇としての本作
について、反小説的な物語としてある悲劇的神話の書き直しの試みという観点から読み直す。

4 11/27(水)
高橋たか子「ロンリー・ウーマン」1974年（『ロンリー・ウーマン』集英社文庫他）
狂気と孤独：緩やかな繋がりを持つ連作としても、一短篇としても読める本作について、作者のいう
「従来の女性イメージへの抗議」を参照しながら、狂気と幻想という観点から読み直す。

5 12/11(水)
向田邦子「花の名前」1980年（『思い出トランプ』新潮文庫）
悲哀と欺瞞：「誰もが真似できぬ辛苦の世界」と評される本作について、日常に渦巻く感情の揺れ
動き、葛藤、脆さと危うさの描写と「花」というモチーフに着目しながら読み直す。

6 1 /22(水)
村上龍「地獄に落ちた勇者ども」1995年（『とおくはなれてそばにいて』ベストセラーズ）★
恋愛と退廃：恋愛小説、短篇という形式を取りながら、「愛」や「自由」の「息苦し」い「不安」という
主題を伴う本作について、自由・束縛、自立・依存の関係と時代背景を絡め合わせて読み直す。

連絡事項 ガイダンスに講師は出席しません。　★：希望者には事前に講座内で配布します。資料代として別途集金させていただきます。

講座
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人間学再論―今あらためて人 -間を考える
【会場定員】72名　　【オンライン定員】100名　　【受講料】2年会員13,380円　1年会員15,060円　聴講生20,080円
『歴史・文学・人間学』人間学　　【時間】毎回13時00分～14時30分（計12回）

概要 和辻哲郎は、人は「間」をもつことによって人間たりうると、人間を「間柄（あいだがら）存在」と規定した。その「間」は、人と人との間のみならず、
人と人を超えたものとの間でもある。ここでは、そうした「人- 間」存在の多様・多彩なありようをさまざまなジャンルから論じてもらいます。

回 月/日（曜） 会　場 学　習　内　容 講師名（敬称略）
1 10/ 3 (木)

川崎市
生涯学習
プラザ

「人-間」を生きる――自由に生きられないのは〈不幸〉なことか 日本女子大学准教授　伊藤 由希子
2 10/10(木) みえる世界・みえない世界①

哲学者　内山 節
3 10/17(木) みえる世界・みえない世界②
4 10/24(木) 誰にも変身しない演技 俳優　梅宮 万紗子
5 10/31(木) 八十六歳になった自分のこと エッセイスト　植村 鞆音
6 11/21(木) 日本人と「悪」―神道、仏教、儒教から考える― 中央大学教授　大川 真
7 11/28(木) 人間による自己理解の方法としての＜解釈＞――ポール・リクールの解釈学 明治大学准教授　越門 勝彦
8 12/ 5 (木) 心に潜む「認知バイアス」とは 十文字学園女子大学教授　池田 まさみ
9 12/12(木) 修養とは何かーー新渡戸稲造から松下幸之助まで 東北大学助教　大澤 絢子
10 12/19(木) 俗々　日本人論 映画監督　伊藤 俊也

11 1 /16(木) 転生を生きる人々――ブータンの死生観 上智大学グリーフケア研究所
副所長　西平 直

12 1 /23(木) 「独りを慎む」――人と生きる畏れ 日本女子大学准教授　伊藤 由希子
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いのちを支える科学と社会を考える　その 2
【会場定員】72名　　【オンライン定員】100名　　【受講料】2年会員13,380円　1年会員15,060円　聴講生20,080円
『自然科学』いのちの科学　　【時間】毎回13時00分～14時30分（計12回）

概要
前期に続いて後期でも、出産から健康な老後まで人のいのちを支える科学と社会の仕組みについて学びます。遺伝子診断、生殖医療などの進展に
伴う課題について関係者から具体的な話をお聴きするほか、人が食する動植物の遺伝資源の危機と多様性保護の現況、さらに地域から地球に広が
る環境といのちについて、皆さんとともに考える講座です。

回 月/日（曜） 会　場 学　習　内　容 講師名（敬称略）

1 9 /30(月)

川崎市
生涯学習
プラザ

少子化と高齢化が重なった日本の未来図 アジア人口・開発協会　常務理事・事務局長
池上 清子

2 10/ 7 (月) 遺伝カウンセラーの仕事 認定遺伝カウンセラー　鈴木 美慧

3 10/21(月) 障害のある人が語る出生前検査　　**遠隔講義 明治学院大学 社会学部付属研究所
二階堂 祐子

4 10/28(月) 提供精子・提供卵子の利用と「出自を知る権利」 （社）ドナーリンク・ジャパン　代表理事
仙波 由加里

5 11/18(月) 「地球外知的生命」が見た気候危機 科学・環境ジャーナリスト、元毎日新聞論説委員
横山 裕道

6 11/25(月) 黒毛和牛の畜産現場から伝える
～子牛および和牛肉の生産技術と方向性

鹿児島県立農業大学校畜産学部長
木之下 明弘

7 12/ 2 (月) 食の安定供給のために　～育種とバイオテクノロジー くらしとバイオプラザ２１　常務理事
佐々 義子

8 12/ 9 (月) 遺伝資源ジーンバンクと在来野菜の保存 農業・食品産業技術総合研究機構
遺伝資源研究センター植物資源ユニット長　松井 勝弘

9 12/16(月) 和食を支える魚の危機　～変わりゆく日本近海の魚類 国立科学博物館 脊椎動物研究グループ 研究主幹
中江 雅典

10 1 /20(月) 陸上脊椎動物における皮膚の適応進化 東京工科大学 応用生物学部 化粧品コース 教授
松井 毅

11 1 /27(月) 命のための法制度　～大気汚染被害からアスベストへ 東京経済大学客員教授、元環境再生保全機構理事
佐野 郁夫

12 2 / 3 (月) 科学はいのちの未来をどう変えるのか
～市民が向き合う課題として

市民科学研究室代表
上田 昌文

連絡事項 「**遠隔講義」では講師の先生は会場外からオンラインでご講義くださり、会場でご受講の皆様にはスクリーンでご受講いただきます。

講座
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太陽の恵みから世界の歴史まで
【会場定員】72名　　【オンライン定員】100名　　【受講料】２年会員13,380円　１年会員15,060円　聴講生20,080円 
『自然科学』新しい科学の世界　　【時間】毎回10時30分～12時00分（計12回）

概要 私たちの住む世界・宇宙から世界の歴史まで、科学の最前線の物語をわかりやすく講義いただき、今の世界の姿を見つめ直す機会としたい。
回 月/日（曜） 会　場 学　習　内　容 講師名（敬称略）
1 10/ 1 (火)

川崎市
生涯学習
プラザ

大気海洋の進化と地球環境（1）太陽の恵みと地球環境 東京大学大気海洋研究所教授
阿部 彩子2 10/ 8（火） 大気海洋の進化と地球環境（2）地球環境の過去と将来

3 10/22（火） 熱いガスの宇宙（１）太陽コロナと地球オーロラの不思議 東京大学名誉教授
星野 真弘4 10/29（火） 熱いガスの宇宙（２）超新星爆発やブラックホール等の高エネルギー天体の謎

5 11/19（火） 地球と日本の地震活動（1）地震の予測はなぜ難しい？ 東京大学教授
井出 哲6 11/26（火） 地球と日本の地震活動（2）揺れない地震のはなし

7 12/ 3（火） 地球の火山活動と日本（1）地球の血液「マグマ」 東京大学地震研究所教授
岩森 光8 12/10（火） 地球の火山活動と日本（2）地下を探る：マグマ-流体-地震

9 12/17（火） 最新の日本列島形成論（1）始新世全地球の奇跡 東京大学名誉教授
木村 学10 1 /14（火） 最新の日本列島形成論（2）マントルの墓場ー東アジア

11 1 /21（火） 世界の歴史と環境（1）千年間でベストの気候が誕生させたモンゴル帝国と元寇 東京大学名誉教授
川幡 穂高12 1 /28（火） 世界の歴史と環境（2）小氷期中の寒期が影響したフランス革命と天明の飢饉

講座
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空・海・陸の大規模観測と地球未来予測
【会場定員】50名　　【オンライン定員】20名　　【受講料】２年会員13,380円　１年会員15,060円　聴講生20,080円
『自然科学』活躍する科学・技術　　【時間】毎回13時00分～14時30分（計12回）

概要 人工知能とロボットは、社会実装として今後の生活のあり方を変えるだけではない。私たちの住む地球の時々刻々の変化を観測し、その未来を予測する上
でも欠かすことができない。本講義では、大規模観測の科学と技術におけるその現状をわかりやすく解説いただき、その知恵を未来につなぐことを学ぶ。

回 月/日（曜日） 会　場 学　習　内　容 講師名（敬称略）
1 10/ 4 (金)

川崎市
生涯学習
プラザ

地球大気海洋の大循環と地球温暖化による将来変化（1） 東京大学大気海洋研究所教授　佐藤 正樹
2 10/11(金) 海洋と地球環境とその未来（1） 東京大学大気海洋研究所教授

横山 祐典3 10/18(金) 海洋と地球環境とその未来（2）
4 11/ 1 (金) 地球大気海洋の大循環と地球温暖化による将来変化（2） 東京大学大気海洋研究所教授　佐藤 正樹
5 11/22(金) 大規模海域調査・研究で地震発生帯の実像に迫る（1） 海洋研究開発機構

中村 恭之6 11/29(金) 大規模海域調査・研究で地震発生帯の実像に迫る（2）
7 12/ 6 (金) 地理観測とその未来（1） 東京大学教授

須貝 俊彦8 12/13(金) 地理観測とその未来（2）
9 12/20(金) 過去・現在・将来の津波（1） 東京大学地震研究所

名誉教授　佐竹 健治10 1 /17(金) 過去・現在・将来の津波（2）
11 1 /24(金) 地震発生予測の現状と課題～事前の備えに予測を活かす～ (1) 海洋研究開発機構

堀 高峰12 1 /31(金) 地震発生予測の現状と課題～事前の備えに予測を活かす～ (2)

自
然
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面白くてためになる：西洋美術の歴史
【定員】100名　　【受講料】２年会員13,380円　１年会員15,060円　聴講生20,080円

『美術』美術Ⅰ　　【時間】毎回10時30分～12時00分（計12回）

概要 西洋美術の作品を理解するためには、一度美術史全体を見渡しておくと便利です。今回は洞窟壁画からルネサンス美術、印象派を経て20世紀の
シュルレアリスムまでを通観し、併せて作品が生み出された社会的な背景も解説します。「美術史は苦手」の方にもお勧めです。

回 月/日（曜） 会　場 学　習　内　容 講師名（敬称略）
1 9 /30(月)

高津市民館
大会議室

古代ギリシャ・ローマ美術：西洋美術の基本形

多摩美術大学名誉教授
諸川 春樹

2 10/ 7 (月) 中世１ビザンティン美術・ロマネスク美術：敬虔なる宗教美術

3 10/28(月) 中世２ゴシック美術：自治都市の美術

4 11/11(月) 初期ルネサンス美術:古代ローマ美術の再生からの出発

5 11/25(月) 盛期ルネサンス美術：完璧な絵画・神々しい彫刻

6 12/ 2 (月) 北方美術：フランドル（現ベルギー）から16世紀のドイツへ

7 12/ 9 (月) バロック美術：対抗宗教改革と絶対王政

8 12/23(月) ロココ美術から新古典主義：軽やかさと重厚さ

9 1 /27(月) ゴヤとロマン主義：時代の大きな転換期を迎えて

10 2 /10(月) 写実主義と印象派：近代社会を反映する美術

11 3 / 3 (月) 象徴主義と世紀末芸術：幻想の彼方へ

12 3 /10(月) 20世紀美術：造形の新しい冒険

講座
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西洋美術史入門ープロト・ルネサンスと初期ルネサンスー
【会場定員】150名　　【オンライン定員】100名　　【受講料】２年会員13,380円　１年会員15,060円　聴講生20,080円

『美術』美術Ⅱ　　【時間】毎回10時30分～12時00分、第6回のみ10時00分～11時30分　（計12回）

概要 300年にも渡るルネサンス期の美術のうち、レオナルド・ダ・ヴィンチが登場する以前の時期に絞って、主要作品の図像と様式の特徴をわかり
やすくお話ししていきます。

回 月/日（曜） 会　場 学　習　内　容 講師名（敬称略）
1 9 /27(金)

新百合21ビル
B2

多目的ホール

古代から中世にかけてを概観する

多摩美術大学教授
松浦 弘明

2 10/ 4 (金) ルネサンスへの胎動

3 10/11(金) ジョットの革新

4 10/25(金) スクロヴェーニ礼拝堂装飾の魅力

5 11/ 8 (金) ジョットの影響

6 11/22(金) フィレンツェ洗礼堂門扉装飾のためのコンクール

7 11/29(金) 初期ルネサンス美術の始まり

8 12/13(金) マザッチョの革新

9 1 /10(金) 初期ルネサンス美術の展開　1430年代の動向

10 1 /31(金) 初期ルネサンス美術の展開　1440年代の動向

11 2 /14(金) 初期ルネサンス美術の展開　1450年代の動向

12 2 /28(金) 初期ルネサンス美術の展開　1460年代の動向

WS
10

自画像は何を語るのか
【定員】30名　　【受講料】2年・1年会員ともに18,530円　聴講生20,080円

『美術』 【ワークショップ】美術Ⅰ・Ⅱ　　【時間】13時30分～15時30分（計12回）

概要 画家たちの自画像は免許証の写真のようなものではありません。自己探求、自己顕示、自己演出もあれば、レンブラントのように人生を語りかけ
るものもあります。今回は皆さんの「推し」の作家の自画像も含めて、楽しみながら自画像の多様性について考えてみましょう。

回 月/日（曜） 会　場 学　習　内　容 講師名（敬称略）
1 9 /27(金)

新百合21ビル
B2

第2会議室

芸術家の自画（刻）像：オリエンテーション

多摩美術大学名誉教授
諸川 春樹

2 10/ 4 (金) 古代・中世の自画像：私をお忘れなく

3 10/11(金) 鏡への挑戦：本物ソックリ

4 10/25(金) 社会の中の芸術家：職人から芸術家へ

5 11/ 8 (金) 英雄としての芸術家：画家の自意識

6 11/22(金) 自画像の変わりダネ：「遊び」への願望

7 11/29(金) アトリエの芸術家：仕事はキッチリ

8 12/13(金) 岐路に立つ自画像：多様性への挑戦

9 1 /10(金) 近代の自画像：いわば私小説

10 1 /31(金) 自画像の新しい方向―20世紀

11 2 /14(金) 自画像の旅１: 談話

12 2 /28(金) 自画像の旅２：談話とまとめ

美
術
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絵画を楽しむ発展クラス～油彩・水彩～ ※実技が中心。第1回前半のみ講義

【定員】25名　　【受講料】２年・１年会員・聴講生ともに30,250円（静物画モチーフ、人物画モデル代として4,000円を含みます。）
『美術』【ワークショップ】芸術　　【時間】毎回17時00分～19時30分（計10回）

概要 初心者から経験者も含めて,油彩と水彩を深く楽しむ講座です。絵画材料について理解し、１回ごとの描画プロセスを着実に積み重ねて進めて行き
ます。自らの感覚をとおして観察し描くことで、創造の喜びを発見することでしょう。

回 月/日（曜） 会　場 学　習　内　容 講師名（敬称略）

1 10/ 9 (水)

川崎市
生涯学習
プラザ

静
物
1
講義：絵画材料と用具について、描画プロセスの説明
木炭・鉛筆での下素描。
イエローオーカーなどの土性絵具による明暗対比表現。（キアロスクーロ）

NHK文化センター講師
佐藤 道子

2 10/16(水) 2 固有色を観察し、全体と部分の関係を感じ取りながら、 対象に迫る。

3 10/23(水) 裸婦
デッサン

６ポーズを行います。
クロッキー帳またはスケッチブック　木炭・コンテ・鉛筆（２B~４B）

4 10/30(水) 人
物·

着
衣

1 木炭・鉛筆での下素描。
イエローオーカーなどの土性絵具による明暗対比表現。（キアロスクーロ）

5 11/ 6 (水) 2 油彩の場合は、明部を白色系絵具で下塗りする。
暗色の分布に注目して、立体感や空間感を表現する。

6 11/13(水) 3 感じた色彩を伸び伸びした筆致で塗る。最後まで大きな見方で描き進める。

7 11/20(水) 人
物·

裸
婦

1 木炭・鉛筆での下素描。
イエローオーカーなどの土性絵具による明暗対比表現。（キアロスクーロ）

8 11/27(水) 2 油彩の場合は、明部を白色系絵具で下塗りする。
人体の動きや肌の質感を観察して絵具を塗り重ねる。

9 12/ 4 (水) 3 観察した固有色を積極的に画面にのせ、自分の受けた印象を表現してみる。
10 12/11(水) 講評会 これまで描いた作品についての受講生のスピーチと、講師の講評

連絡事項 10/9(第1回)から実技を行います。必要な持ち物は、受講決定通知内でご案内いたします。

講座
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世界を旅する㉛インド・ツアー
【会場定員】72名　　【オンライン定員】100名　　【受講料】２年会員13,380円　１年会員15,060円　聴講生20,080円
『エクセレント』 エクセレントⅠ　　【時間】毎回10時30分～12時00分（計12回）

概要 混沌と不可思議のイメージで語られてきたインド。しかし、21世紀に入り、インドが世界をリードするという語りがあちこちから聞こえてきます。
否応なくインドとつきあわざるを得なくなった現在、その過去を知り、行方を共に考えてみましょう。

回 月/日（曜） 会　場 学　習　内　容 講師名（敬称略）
1 10/ 2 (水)

川崎市
生涯学習
プラザ

総説―インドの自然と歴史 東京大学名誉教授　水島 司
2 10/ 9 (水) 近現代インドの食と社会変容 東京大学教授　井坂 理穂
3 10/16(水) 環境汚染大国インドは持続可能か？ 国際ファッション専門職大学講師　関戸 一平
4 10/23(水) 日本のインド人移民　　**遠隔講義 神戸大学教授　澤 宗則
5 10/30(水) ムガル帝国から英領インドへ　　**遠隔講義 東京大学名誉教授　水島 司
6 11/27(水) インドの諸宗教―歴史と現在 東北大学名誉教授　山下 博司
7 12/ 4 (水) インドの教育―制度と社会的背景 京都大学名誉教授　押川 文子
8 12/11(水) １４億の人口を食べさせる経済のしくみ 専修大学教授　内川 秀二
9 12/18(水) 歴史と多様性から考える現代インドのジェンダー問題 東京外国語大学名誉教授　粟屋 利江
10 1 /15(水) 国際関係―インド外交は何を目指しているのか？ 岐阜女子大学客員教授　堀本 武功
11 1 /22(水) ネルーからモディへ―独立後インドの国づくり政策の変化 帝京大学教授　三輪 博樹
12 1 /29(水) インド社会の変容（農村と都市・カースト制） 東京大学名誉教授　水島 司

連絡事項「**遠隔講義」では講師の先生は会場外からオンラインでご講義くださり、会場でご受講の皆様にはスクリーンでご受講いただきます。

講座
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大航海時代と南蛮文化
【会場定員】150名　　【オンライン定員】100名　　【受講料】２年会員13,380円　１年会員15,060円　聴講生20,080円
『エクセレント』エクセレントⅡ 　　【時間】毎回13時30分～15時00分、第9回のみ14時00分～15時30分（計12回）

概要 戦国日本と大航海時代の諸相について考えます。キリシタン大名の群像をふくめ、南蛮文化にも理解を深めます。

回 月/日（曜） 会　場 学　習　内　容 講師名（敬称略）
1 9 /27(金)

新百合21ビル
B2

多目的ホール

世界史の大転換期、16～17世紀

東京大学名誉教授　村井 章介
2 10/ 4 (金) 勘合貿易と倭寇的状況
3 10/11(金) 日本銀と倭人ネットワーク
4 10/25(金) ヨーロッパの登場とアジア海域世界
5 11/ 8 (金) ザビエルとイエズス会宣教師たち

元日本大学教授　関 幸彦
6 11/29(金) 天下人と禁教政策ー信長から秀吉へー
7 12/13(金) 南蛮文化の諸相 鶴見大学名誉教授　石田 千尋
8 1 /10(金) 天正の少年使節たちの世界

元日本大学教授　関 幸彦
9 1 /17(金) キリシタン大名の群像
10 1 /31(金) 南蛮人から紅毛人へ

鶴見大学名誉教授　石田 千尋11 2 /14(金) 鎖国と出島
12 2 /28(金) オランダ貿易と日本国

美
術

エ
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新紙幣の主役たちの素顔
【会場定員】150名　　【受講料】２年会員3,350円　１年会員3,770円　聴講生5,020円
短期集中　　【時間】毎回10時30分～12時00分（計3回）

概要 7月３日からお札の顔が変わりました。新一万円札は渋沢栄一、新五千円札は津田梅子、新千円札は北里柴三郎の肖像になりました。渋沢は経済、
津田は女子教育、北里は医学と近代日本の各分野のパイオニアでした。日々目にするこれらの人の業績を知ることは意義のあることだと思います。

回 月/日（曜） 会　場 学　習　内　容 講師名（敬称略）

1 10/22(火)
新百合21ビル

B2
多目的ホール

渋沢栄一 ～ 幕末・維新を駆け抜けた、実業家の素顔
学習院名誉教授
森内 隆雄2 10/29(火) 津田梅子 ～ 海を渡った女子教育のパイオニア

3 11/12(火) 北里柴三郎 ～ 細菌学の草分け、近代医学確立の歩み

短期
102

大正ロマンの画家　竹久夢二の魅力
【会場定員】150名　　【受講料】２年会員3,350円　１年会員3,770円　聴講生5,020円
短期集中　　【時間】毎回10時30分～12時00分（計3回）

概要 2024年に生誕140年を迎え、今もなお多くのファンを持つ竹久夢二(1884-1934)。「夢二式美人」を描き、恋多き画家として知られる夢二の
人生と画業を振り返ると共に、知られざる足跡や多彩な美の世界に迫ります。

回 月/日（曜） 会　場 学　習　内　容 講師名（敬称略）

1 11/19(火)
新百合21ビル

B2
多目的ホール

竹久夢二の生涯と芸術 竹久夢二美術館　学芸員　石川 桂子

2 11/26(火) 竹久夢二の旅と関東大震災の表現 竹久夢二美術館　学芸員　徳重 美佳

3 12/10(火) 竹久夢二が残した詩とデザイン 竹久夢二美術館　学芸員　石川 桂子

短期
103

「昭和天皇拝謁記」を読む
【会場定員】150名　　【オンライン定員】100名　　【受講料】２年会員3,350円　１年会員3,770円　聴講生5,020円
短期集中　　【時間】毎回16時30分～18時00分（計3回）

概要
岩波書店から刊行された『昭和天皇拝謁記』（全７巻）は、初代宮内庁長官の田島道治が昭和天皇とのやりとりを記録した「拝謁記」や田島の日記、
書簡などの関連資料を収めた戦後天皇制研究の第一級史料です。この講座では、時系列にとらわれず、「拝謁記」全体から浮かび上がる昭和天皇の
新たな人間像に迫り、象徴天皇制の実態について考察してみたいと思います。

回 月/日（曜） 会　場 学　習　内　容 講師名（敬称略）

1 11/ 7 (木)
新百合21ビル

B2
多目的ホール

「拝謁記」とは何か。昭和天皇の天皇観、政治・軍事観、戦前・戦中観について
明治学院大学名誉教授

原 武史2 11/21(木) 昭和天皇の人物観（皇族や政治家、軍人など）について

3 11/28(木) 昭和天皇の神道・宗教観、国土観、外国観、空間認識について

短期集中講座　新百合21ビルを会場とし、ひとつのテーマに集中する短期講座です。1テーマ3回を原則とします。 短
期
集
中
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食の文明史　～農業・牧畜文化を通じて人と食の在り方を考える
【会場定員】150名　　【オンライン定員】100名　　【受講料】２年会員13,380円　１年会員15,060円　聴講生20,080円
『エクセレント』エクセレントⅢ　　【時間】毎回14時00分～15時30分（計12回）

概要 80億人の人類にとって不可欠な食糧確保の手段である農業（含畜産）を原点に食糧問題を学ぶ講座です。農業の発展の歴史、農耕に伴う負の環境
問題、食糧安全保障問題、そして未来に向けた持続可能な国際協力（SDGｓ）等の視点から「人と食糧の問題」を学びます。

回 月/日（曜） 会　場 学　習　内　容 講師名（敬称略）

1 10/ 8 (火)

新百合21ビル
B2

多目的ホール

はじめに：人と食と農業のかかわりを考える 東京大学名誉教授　唐木 英明

2 10/22(火) 穀物等の食材からみた文明の成立とその食文化の特質　　**遠隔講義 立命館大学食マネジメント学部教授
南 直人3 10/29(火) 大航海時代における穀類等の移動（旧大陸と新大陸間の交流）　　**遠隔講義

4 11/12(火) 世界の食料と貿易　　**遠隔講義 宮城大学教授　三石 誠司

5 11/19(火) 世界の農業技術の変遷 北海道大学教授　野口 伸

6 11/26(火) 水の利用技術について―農業と共に始まった日本の森林管理― 東京大学名誉教授・かわさき市民アカデミー理事長
太田 猛彦

7 12/10(火) 穀物貿易からみた目に見えない世界の動き　　**遠隔講義 宮城大学教授　三石 誠司

8 12/17(火) ユーラシア大陸の美味の歴史：内陸料理から沿海料理へ―　　**遠隔講義 中央大学名誉教授　妹尾 達彦

9 1 /21(火) 農業の環境対応と国際協力 東京大学名誉教授
本間 正義10 1 /28(火) 食糧の自給と食料安全保障を考える（自由貿易体制と緊急時の囲い込み）

11 2 / 4 (火) 飢餓対策そして飢餓と革命 東京大学特任教授・名誉教授　小野塚 知二

12 2 /18(火) まとめ：再び人と食と農業のかかわりを考える 東京大学名誉教授　唐木 英明

連絡事項「**遠隔講義」では講師の先生は会場外からオンラインでご講義くださり、会場でご受講の皆様にはスクリーンでご受講いただきます。

25

短期
101

新紙幣の主役たちの素顔
【会場定員】150名　　【受講料】２年会員3,350円　１年会員3,770円　聴講生5,020円
短期集中　　【時間】毎回10時30分～12時00分（計3回）

概要 7月３日からお札の顔が変わりました。新一万円札は渋沢栄一、新五千円札は津田梅子、新千円札は北里柴三郎の肖像になりました。渋沢は経済、
津田は女子教育、北里は医学と近代日本の各分野のパイオニアでした。日々目にするこれらの人の業績を知ることは意義のあることだと思います。

回 月/日（曜） 会　場 学　習　内　容 講師名（敬称略）

1 10/22(火)
新百合21ビル

B2
多目的ホール

渋沢栄一 ～ 幕末・維新を駆け抜けた、実業家の素顔
学習院名誉教授
森内 隆雄2 10/29(火) 津田梅子 ～ 海を渡った女子教育のパイオニア

3 11/12(火) 北里柴三郎 ～ 細菌学の草分け、近代医学確立の歩み
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大正ロマンの画家　竹久夢二の魅力
【会場定員】150名　　【受講料】２年会員3,350円　１年会員3,770円　聴講生5,020円
短期集中　　【時間】毎回10時30分～12時00分（計3回）

概要 2024年に生誕140年を迎え、今もなお多くのファンを持つ竹久夢二(1884-1934)。「夢二式美人」を描き、恋多き画家として知られる夢二の
人生と画業を振り返ると共に、知られざる足跡や多彩な美の世界に迫ります。

回 月/日（曜） 会　場 学　習　内　容 講師名（敬称略）

1 11/19(火)
新百合21ビル

B2
多目的ホール

竹久夢二の生涯と芸術 竹久夢二美術館　学芸員　石川 桂子

2 11/26(火) 竹久夢二の旅と関東大震災の表現 竹久夢二美術館　学芸員　徳重 美佳

3 12/10(火) 竹久夢二が残した詩とデザイン 竹久夢二美術館　学芸員　石川 桂子

短期
103

「昭和天皇拝謁記」を読む
【会場定員】150名　　【オンライン定員】100名　　【受講料】２年会員3,350円　１年会員3,770円　聴講生5,020円
短期集中　　【時間】毎回16時30分～18時00分（計3回）

概要
岩波書店から刊行された『昭和天皇拝謁記』（全７巻）は、初代宮内庁長官の田島道治が昭和天皇とのやりとりを記録した「拝謁記」や田島の日記、
書簡などの関連資料を収めた戦後天皇制研究の第一級史料です。この講座では、時系列にとらわれず、「拝謁記」全体から浮かび上がる昭和天皇の
新たな人間像に迫り、象徴天皇制の実態について考察してみたいと思います。

回 月/日（曜） 会　場 学　習　内　容 講師名（敬称略）

1 11/ 7 (木)
新百合21ビル

B2
多目的ホール

「拝謁記」とは何か。昭和天皇の天皇観、政治・軍事観、戦前・戦中観について
明治学院大学名誉教授

原 武史2 11/21(木) 昭和天皇の人物観（皇族や政治家、軍人など）について

3 11/28(木) 昭和天皇の神道・宗教観、国土観、外国観、空間認識について

短期集中講座　新百合21ビルを会場とし、ひとつのテーマに集中する短期講座です。1テーマ3回を原則とします。 短
期
集
中

エ
ク
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ト

講座
30

食の文明史　～農業・牧畜文化を通じて人と食の在り方を考える
【会場定員】150名　　【オンライン定員】100名　　【受講料】２年会員13,380円　１年会員15,060円　聴講生20,080円
『エクセレント』エクセレントⅢ　　【時間】毎回14時00分～15時30分（計12回）

概要 80億人の人類にとって不可欠な食糧確保の手段である農業（含畜産）を原点に食糧問題を学ぶ講座です。農業の発展の歴史、農耕に伴う負の環境
問題、食糧安全保障問題、そして未来に向けた持続可能な国際協力（SDGｓ）等の視点から「人と食糧の問題」を学びます。

回 月/日（曜） 会　場 学　習　内　容 講師名（敬称略）

1 10/ 8 (火)

新百合21ビル
B2

多目的ホール

はじめに：人と食と農業のかかわりを考える 東京大学名誉教授　唐木 英明

2 10/22(火) 穀物等の食材からみた文明の成立とその食文化の特質　　**遠隔講義 立命館大学食マネジメント学部教授
南 直人3 10/29(火) 大航海時代における穀類等の移動（旧大陸と新大陸間の交流）　　**遠隔講義

4 11/12(火) 世界の食料と貿易　　**遠隔講義 宮城大学教授　三石 誠司

5 11/19(火) 世界の農業技術の変遷 北海道大学教授　野口 伸

6 11/26(火) 水の利用技術について―農業と共に始まった日本の森林管理― 東京大学名誉教授・かわさき市民アカデミー理事長
太田 猛彦

7 12/10(火) 穀物貿易からみた目に見えない世界の動き　　**遠隔講義 宮城大学教授　三石 誠司

8 12/17(火) ユーラシア大陸の美味の歴史：内陸料理から沿海料理へ―　　**遠隔講義 中央大学名誉教授　妹尾 達彦

9 1 /21(火) 農業の環境対応と国際協力 東京大学名誉教授
本間 正義10 1 /28(火) 食糧の自給と食料安全保障を考える（自由貿易体制と緊急時の囲い込み）

11 2 / 4 (火) 飢餓対策そして飢餓と革命 東京大学特任教授・名誉教授　小野塚 知二

12 2 /18(火) まとめ：再び人と食と農業のかかわりを考える 東京大学名誉教授　唐木 英明

連絡事項「**遠隔講義」では講師の先生は会場外からオンラインでご講義くださり、会場でご受講の皆様にはスクリーンでご受講いただきます。

27

地域
C

地域社会に貢献している川崎の会社と人々　その28  【川崎市市制100周年記念講座】
【定員】50名　　【受講料】9,460円　（資料代等はまとめて実費徴収いたします。)
企業連携　　【時間】座学13時30分～15時00分　現地見学は開始、終了時間が変わります（計10回）

概要
川崎には、世界に誇る技術やアイディアを持つ企業が多数あり、様々な分野で活躍する団体や個人の研究者も数多くいらっしゃいます。川崎を中
心とした地域で活躍されている企業・団体・個人・研究者から、最先端の技術、ものづくり、環境、まちづくり等を幅広く学ぶ講座です。本講座
を通じて、日本や世界の最新技術やトレンドを知ることができます。

回 月/日（曜） 会　場 学　習　内　容 講師名（敬称略）

1 10/17(木)
川崎市
生涯学習
プラザ

わたしの「ＳＴＯＲＹ」は続く
　～川崎の多くの企業とママをつなぐ拠点に～

ストーリー株式会社
代表取締役社長　松尾 実里

2 10/24(木) 働く幸せ実現のため 社員から教わったこと 日本理化学工業株式会社
代表取締役社長　大山 隆久

3 10/31(木) 市場環境の変化への対応とその事業戦略
　～おしぼり蒸し器からホスピタリティ機器へ・設立60年を迎えて～

タイジ株式会社
代表取締役社長　堀江 裕明

4 11/ 7 (木) 島津製作所 島津製作所の最新鋭ラボのご紹介　～科学技術で社会に貢献する～
株式会社 島津製作所　分析計測事業部
SolutionCOE　殿町総務グループ
シニアエキスパート　西尾 徹

5 11/21(木) 夢見ヶ崎
動物公園 動物公園のなかなか聞けない話　～飼育・診療の裏側～

川崎市 建設緑政局 緑政部
夢見ヶ崎動物公園
前園長　鈴木 友

6 11/28(木) 川崎市
生涯学習プラザ 川崎臨海部での100年超の製鉄の歴史と2050年に向けた取り組み ＪＦＥスチール株式会社 東日本製鉄所

（京浜地区）総務部 総務室長　下山 文雄

7 12/ 5 (木) レゾナック
川崎事業所 レゾナックのプラスチック循環事業ならびに歴史資料室見学

株式会社レゾナック
基礎化学品事業部　川崎事業所
総務部 総務部長　安藤 直人

8 12/19(木)
川崎市
生涯学習
プラザ

鉄道・高速道路の通信インフラを支えて80年
　～3代目事業継承・工場移転・高速道路市場への新規参入～

旭光通信システム株式会社
代表取締役社長　酒井 元晴

9 1 /16(木) 当たり前じゃない！ 日本の豊かな水インフラを守る日本原料 日本原料株式会社
代表取締役社長　齋藤 安弘

10 1 /23(木) 登戸・遊園ミライノバの取組
　～土地区画整理事業によるまちづくり～

川崎市まちづくり局登戸区画整理事務所
担当課長　坂本 正和

地域
D

身近な暮らしの気掛かりを考える
【定員】70名　　【オンライン定員】100名　　【受講料】4,730円　（資料代等はまとめて実費徴収いたします。)
生活　　【時間】毎回10時30分～12時00分（計５回）

概要 AIの急激な進展により一般生活が大きく変化しました。きわめて便利になった反面、詐欺やなりすましなどの狡猾な犯罪が多様化しています。
また急速な少子高齢化社会における終活問題や相続対策も今日的な課題です。こうした日常生活の気掛かりや心配事を多角的に考察します。

回 月/日（曜） 会　場 学　習　内　容 講師名(敬称略)

1 10/11(金)

川崎市
生涯学習
プラザ

生成AIの衝撃！ 人工知能時代をどう生きるか？ 元NHK解説委員
室山 哲也

2 10/25(金) ネット社会のトラブル解消 特定非営利活動法人かわさきコンシューマーネット
西村 美香

3 11/ 8 (金) 法律から見た医療といのち 日本科学技術ジャーナリスト会議理事
弁護士　中道 徹

4 11/22(金) 財産の管理と詐欺対策 RIA JAPAN おカネ学（株）
代表取締役　安東 隆司

5 12/ 6 (金) 食の信頼向上を考える　～健康志向とその落し穴～ 東京大学名誉教授
唐木 英明

地域
E

人生100歳時代　いきいきシニアライフ講座　第 3 期 ～長寿時代の新しい生き方の準備と対策が必要～
【定員】50名　　【受講料】5,610円　（資料代等はまとめて実費徴収いたします。)
総合　　【時間】毎回10時00分～12時00分（計5回）

概要
人生100歳時代に、長い老いのステージをどう生きるかは大変重要な課題です。この講座では、ライフプラン（人生設計）の3つの柱である「生
きがい」、「健康」、「家庭経済」についてバランス良く学ぶことが出来ます。いくつになっても好奇心と挑戦する気持ちを持ち、新たな知識を探究
する人は若く、行動的です。学びを通して居場所と仲間をつくり、地域貢献活動にまでつながることを目指します。

回 月/日（曜） 会　場 学　習　内　容 講師名（敬称略）

1 10/ 5 (土)

川崎市
生涯学習
プラザ

人生100歳時代のシニアライフづくりとは
　～キャリアを活かす、自分で切り開く、人脈を大切に～

神奈川健康生きがいづくりアドバイザー協議会
副会長　冨田 徹

2 10/12(土) 家庭経済面から上手な資産運用とは
　～老後資金の不安とその対策を資産運用等で考える～

神奈川健康生きがいづくりアドバイザー協議会
理事　浅井 卓弥

3 10/19(土) これからのシニアライフは生涯就労が主流
　～これまでの定年引退から生涯働いて社会に役立ちたい時代へ～

神奈川健康生きがいづくりアドバイザー協議会
会長　曲尾 実 他

4 10/26(土)
認知症の理解と介護のコツ：予防と備え
　～親世代だけではなく、子供世代にも必要なテーマ～
　（認知症予防アクティビティ含む）

認知症予防脳トレ士
村上 政司、仲谷 佳純 他

5 11/ 2 (土) 社会情勢の変化と求められるシニアライフ像
　～日本経済、社会保障制度等の推移とその対応策を考える～

健康生きがい開発財団
副理事長　吉田 隆幸 他

連絡事項

※この講座のバックボーンは、国内の他の地域で展開されている「100歳大学」です。これは人生100歳時代の老後を、現役時代の価値観をリセッ
トし、老いを生ききる覚悟と備えのための教育（人生下山の教育）として、第２の義務教育が必要であるとの構想から生まれたものです。

※全５回出席した修了者には（一財）健康生きがい開発財団から「修了証」が授与されます。
※また、修了者は、神奈川健康生きがいづくりアドバイザー協議会が主催・運営するさまざまな社会貢献活動やサークル・同好会に「体験参加」
することができます。
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◆申込み先 および お問合せ先
郵送：認定NPO法⼈かわさき市⺠アカデミー事務局

〒211−0064 川崎市中原区今井南町28−41 川崎市⽣涯学習プラザ3F
T E L：044−733−5590 (お問合せは平⽇9時〜午後4時）                            ホームページ X（旧ツイッター）
F A X：044−722−5761
メール：info@kawasaki-c-academy .jp    




